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家兎血清無機燐及ビ「カルシユ・一一一ム」量ノ憂動二就イテ

        金澤眼科大學小見科教室（泉教授指導）

          横  井． 秀  雄

             ffz’dco lfo／eoi

         （昭和12年12月13日青翠 特別掲載）

                 内容抄録

 余ハ正常家兎ノ耳静脈ヨリ「ベノクリーヂス」ニョリ「リンゲル」蝉騒及ビ2．5％，5．0％ノニ種ノ葡萄糖加

「リンゲル」氏液ノ各液ヲー一定速度ニテ恒温持纏的二織滴注入シ，其前申後二於ケル血清無機燐及「カルシユ

ーム」量ヲ時聞的二定量シ其ノ攣量如何ヲ観察セルニ各液共二其注入ニヨリテ無機燐「カルシユーム」量共

ニー梃ｸ少スルヲ観タルモ，注入終了後一定時間ノ纒過ニヨリテ再ビ元値二恢復スルモノナル事ヲ知レリ・
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絡括及ビ結論

                  緒   言

 「ベノクリーヂス」ノ研究トシテハ既二君教室ノ梅田，：堺爾兄ニヨル「リンゲル」氏液及ビ葡
                        ．
萄糖加「リ」氏液ヲ家兎二注入セシ際二於ケル其ノ尿成分ノ攣動特二糖尿ノ消長並ビニ血糖ノ

増減或ハ血墜等＝關スル各詳細ナル業績報告アリ．次イデ山田氏ノ余ト共二行ヒタル家兎血

液中ノ水分：量，含蛋白量及ビ其ノ難問：訓導ノ定量試験，亦余ノ家兎赤血球ノ面積攣動観察及

ビ血小板数及ビ血液凝固時間二關スル研究アリ．更二三：近山田氏ノ赤血球数，血色素量及ビ

白血球数二關スル研究等アリ．本報二三テ余ハ前諸實験ト略同檬，家兎静脈内二二三溶液ヲ

ー定條件ノ下昌注入シ此際血濡中＝．於ケル「カルシ＝L・一一ム」量及ビ無機燐量ヲ定量シ注入前後

＝於ケル各量ノ攣化清長ヲ観察シ得タルニ三實験成績ヲ報・告セントス．

            第1章 回忌材料及ビ實験方法

             榮1節 注入方法及ビ注入溶液

實験動物ハ豆腐津二略同最ノ甘藷ヲ混合セル飼料ヲ以ツテ養育セル健康成熟家兎ニシテ雌雄不問3既罰
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後ノモノヲ撰ピタリ．注入器ハ吾教室二藍イテ考案サレタル電氣式恒温鮎滴注入器ヲ使用セル事ハ前回實

験二心ジ．注入液ハ吾々小兇科領域二於イテ最近特二普遍的二賞用サル・二二リシ「リンゲル」氏液（日本

藥局方），及ビ2・5％，5・0％葡萄糖加り氏液ヲ用ヒタリ．本液ハ「リソデル」氏液ヲ溶媒トシ葡萄糖（武田長兵

衛商店製）ヲ溶質トシテ2・5％及ビ5・0％二溶解セルモノニシテ「リ」氏液ノ組成ハ日本藥局方ニー致スルモノ

ナリ，

 注入温度ハ37。一一380C ＝シテ注入速度ハ毎分毎駈0。83ccニシテ余ノ用ヒシ黙滴「イルリガートル」二於ケ

ル1・Occハ20滴二相當スルヲ以ツテ今3kgノ家兎二半ケル1分間ノ注入滴鐵ハ

    20（滴）×0．83（cc）x3（駈）≒50滴ナリ．

 全注入量：ハ実写100ccトセリ．注入法ハ固定毫上二背位二四肢及頭部ヲ固定セル家兎ノー側ノ耳翻脈ヨ

リ注射針ニテ前記注入量ヲ用ヒテ持綾恒温織滴注入ヲ行ヘリ．

                第2節 血清無機燐測定法

 ：Bell－Doisy氏ノ比色法ノ改良法タル：Briggs氏法多少攣法ヲ加味セルモノナリ．先ヅ探爾後血液充分凝

固スルヲ待チ可及的溶1血スルヲ避ク様注意シ彊ク遠心シテ血清ヲ分離ス．

 1．蛋白除脱

 被検血清1．Occヲ10・Occノ「メスコルベソ」ニトリ，：蒸溜水3．Occ及ビ20％ノ三盛素（トリクロール）酸酷

酸液LOccヲ加へ全量ヲ5．Occトナシ勲分間強ク振盟シ約10分間放置シ，然ル後濾紙ヲ以ツテ濾過シ本濾

液2・5ccヲ10cc「メスコルベソ」二重レル。

 2．著色操作

 本濾液二所定ノ「モリブデン」酸「アソモニヤ」液，「ハイドロキノン」蝉茸ビ亜硫酸曹達液ヲ順…欠二各O・5c

宛加へ更二水1・Occヲ加ヘテ全量ヲ5．Occトナス．本操作二於ケル化學反慮ハ燐酸ヲ燐fモリブデン」酸ノ

形二導キ之ヲ「ハイロドキノン」ニテ還元シテ青色二著色セシメル．本青色ノ濃度ハ燐量二正比例スルモノ

ナリ．亜硫酸曹達ハ「ハイドロキノン」ニヨリテ起ル不純ノ緑色味ヲ除去スルタメナリ．

 3．比色法

 燐ノ既知量ヲ含有セル標準液（燐酸基本液）ヲ10。Occノ「メスチリンドル」ニトル．本量ハ時ニヨリ攣動ア

ルモ余田5ccヲトレリ．之二所定ノ母野「モリブデン」酸「アンモニヤ」液，「ハイドロキノン」液，亜硫酸曹

達液及三州素酸酷酸液ヲ夫々1．Occ見入レ更二水1．Occヲ加エテ全量ヲ10。Occトナシ1書写放置シ比色計ニヨ

リ比色ス．而シテ此場合被橡血清中ノ燐量ノ多寡閉門ジテ標準液ノ量ヲ加滅スベキハ勿論ナリ．印チ標準

液量ノ相異ナルモノヲ別々二「メスコルベン」申ニトリ，以上ノ如ク試藥ヲ加ヘテ被橡血清ト比較的近似ノ

色調ヲ有スルモノト比色ヲ行フベキナリ。                      ，

 今標準液5．Occヲトリタル場合二

                          Co；標準液ノP濃度mg／dl
    C」孚一孕・2・5×一層一625÷m・／dl S，：灘臓卜計瞭mm

                          d；被梅血清ノ比色計目盛mm
ニテ表ハサル．

 二本實験ニテ使用セシ試二二就キ：二三説明ヲ加ヘンニ

 （i） 標準液（燐酸基本液）

 尿標準液，師チKH2PO4（酸性燐酸加里）ノ0・43949ヲ1立ノ水二溶解セルモノヲ2550ccトリ水ヲ加ヘ

テ200ccトセルモノヲ使用セリ．本標準液二三ケルPノ濃度ハ1．25mg／dl二相當セリ．

 （ii）「モリブデン」酸「アソモニヤ」液
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 結晶「モリブデン」酸「アソモニヤ」（：NH4）2MOO4109ヲ1N硫酸200・Occ二溶解セシモノ・

 （iii） 盤性亜硫酸洋琴液（Na2So3）

 209／dlヲ使用セリ．本部一室氣中二放置スレパ亜硫酸ヲ失ヒテ無効トナルヲ以ツテ施栓シ時・Ze新シク

再調製シテ使用スペキモノナリ．

 （iv） 「ハイドロキノン」液

 再製「ハイドロキノン」0・59層目100cc二溶解セルモノニシテ之二硫酸1滴ヲ加ヘテ酸性トナス・之ハ

「ハイロドロキノン」溶液二軍二亜硫酸曹達ヲ二二シテモ曹達液が臨性ナルタメ円坐ノ酸化ヲ防グ事が出來

ヌ故酸性ニシテ置ク必要アリ．

              第5節 血清「カルシユーム」測定法

 Tisdall－K：ramer氏法ノー攣法ナリ．2Uチ血清ハ無機燐測定ノ場合ト同糠ニシテ得タルモノヲ用ヒ，之

ヲ特定遠心二二1．Occトリ，水2．Occヲ以ツテ稀羅セル後之二飽和薩酸「アン’モニヤ」液1・Occヲ加ヘテ良ク

混和シー定時間（24時間）氷室申二施縫シ保存ス．本操作ハ血清申ノCaヲ全部CaC204（蔭酸石灰）トシテ

沈澱セシムルナリ．…欠二充分遠心シ上澄ヲ大部分捨テ…欠二沈澱物申ノ有機物ヲ除ク目的ヲ以ツテ2％「ア

ソモニヤ」水ヲ略4cc加へ手製ノ細長ナル「ピペット」ヲ以ツテ擬搾シ，更二遠心ス・斯ル洗醗ヲ繰返ス事

3回ニシテ1：N硫酸液5．Occヲ加へ75eC二加潟シ修酸石灰結晶ヲ良ク溶解セシメ含有セラル・蔭酸ヲN／100

過マソガソ酸加里ニテ滴定シテ間接二Ca量ヲ計出セリ．本試験二使用セシ試押下

 （i）飽和蔭酸「アソモニヤ」液

 再結晶シタルモノヲ用フ．

 （ii）定期硫酸液

 28．Occノ濃硫酸（メルク）ヲ97・Occノ蒸溜水二除々二加エタルモノ．

（iii）凹凹マソガソ酸滑液

 KMnO4／0．329ヲ1立ノ蒸溜水二溶解シ激時間重湯三下二加潟シテ放冷シ数日経過セルモノ．

               第2章實験成績

           第1節血清「カルシユーム」：量二三イテ

（第1，2，3表参照）注入前記チ正常時二於ケルCa量ハ家兎ニヨリテ多少ノ相違アルモ

第1表 リンゲル氏液：注入准

例    数 第 1 例 第 2 例 第 3 例

家兎番號 19 ♂ 7 ♂ 29 ♀

膿  重k9 3，520 2，020 1，730

時   間
カルシユ
[ム童mg／dI

燐 量mg／di カルシユ
[ム量1ng／d1

燐 量mg／d1

カルシユ  1一封一ム璽

高〟^dI

燐 量mg／dI 一 一   一   一  一

注入直前〔1〕 12．5 5．10 14．3 6．19 14．7 5．57

注入牟〔II〕 ・L・［387いa・ 5．93 ・29｛578

注入終了〔III〕 ・α51444いa4 57・1・28［ 5．68

終了後2時間〔・V〕1・α31425 13．0 6．07 12．8 6．19

［ 20Z ：
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11乃至15mg／dlノ間二動揺シ，雫均値ハ13．1mg／dlトナレリ．然ル＝注入牛（注入開始後略

1時間）二於ケルCa量ハ其ノ注入液ノ種類ノ如何ヲ問ハズ絡テノ例二於テ減少セルラ見回

リ．而シテ其ノ減少量ハ最大2．4，最：小0．1ing／d1＝シテ亭均1．4mg／dlナル数値ヲ示セリ・

 注入絡了直後二於ケルCa量ハ大部分ノ例二三テ心魂常時（注入直前時）ノ値ヨリ減少セル

ラ見タリ．更二注入絡臼後2時間＝於ケル本量ヲ見ルニ各例一二注入前ノ値二比シテ僅カニ

樹減少セルモノ大部分ニシテ中二多少増加セリト思ハルモノ2例アリ．大禮二於テ正常値＝一

近ク回復セルラ見タリ．                      Lt

第2表 25％葡萄糖加「リンゲル」氏液注入例

例 釧第・例 第 2 例 第 3 例

家兎虚血i 5 9

ew 重k創
      」

2．210

166  ｝ 156
      

2．190 1 2．000
     1

時 聞
濫勇灘、／幕無秀沼監／酬裟兎擁／tj”

注入直前〔1〕

注入孚〔II〕

注入終了〔H［〕

終了後2時聞〔IV〕

・… 奄T・45・2・4「5・79巨2・5・82

9・・4・54 P no 4・54巨・剖5…
11．o 1 s．2g 1 11．s 1 4．ss 1 12．2 1 s．3g

1－i．2 1 6．06 g ii．s 1 s．ss 1 i2．3 1 6．os

 注入液ノ種類ノ如何1・Ca：量トノ聞ノ關係ヲ見ルニ殆ンド其間二相十一認メラレザルモ只

葡萄糖ヲ加ヘタル液ヲ注入セル場合ニハ表二上サル如ク注入申…時減少セルCa量ハ徐々二

増加ノ傾向ヲ示シ，注入終了後2時間ニハ注入前ノ値二近ク回復セルニ反シ「リンゲル」氏液

ノミヲ注入セル場合＝ハ回復ハIX ＝徐々ニシテ多少其ノ時間ハ逞延セルモノノ如シ．

第3表 5．0％葡萄糖加「リンゲル」汁液注入上

例 釧
家兎番朧

第 1 例 第 2 例 第 3 例

10 8 26 6

膣  重 k9 1．820 2．360

時 闇 蓄隣，／鑑毫孟 燐 量
mg／dl

泓直前〔・〕1・2・65・961・3・615・88

注絆〔・・〕い・・2臣3・

泓終了〔II正〕い劉5・68

終了後2時聞〔IV〕｝12・616…

12，s 1 4．6s

1 i3．2 1 s．34

   
13列5・83

14 ＄

2．350

欝蘭
14．6 1 4．gs

12．2 1 3．31

12．6 1 3．go

Il．3．4 i 4．98

              第2節 血清無機燐量二就イテ

 （第1，2，3表参照）注入直前二測定セル燐量ヲ見ルニ5。0－6．Om9／dl ＝シテ雫均5．6斗m 9／dl

ナル籔値ヲ得タリ．血清申ノ無機燐量バー般二年齢，性固罷別，或ハ其他ノ種々ナル内外的
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霊感＝ヨリテ良ク左右セラレ，其ノ値バー一定セザルモノナル事ハ藩邸周知ノ事項ナリ．

 本論験二於テハ注入中ノ燐量ト注入直前二測定セル竪町トヲ比較スル＝只1例ノ例外ヲ除

ク他総テノ例＝於テー檬二最大1．67，最：小O，26mg／dl，手均O・95mg／dlノ減少セルラ見習リ・

而カモ其ノ1例ノ例外ト難モ僅カニ0．21mg／dlノ増加ヲ見性ル＝過ギザルヨリ見ルモ注入中

二於テ週明カニ燐：量減少ヤルモノト言ワベシ．

 注入絡了直後＝於テハ分注入前ノ値二比セ減少セル引明カヂ見エタルモ多少回復セントス

ル傾向偶感メラレタリ．注入終了後2時間＝於テハ大部分ノ例二於テ注入前ノ値s近ク復節

シ申二僅カニ増加セルモノ4例ヲ見タリ．

 女二黒入際ノ種類ト嵩物5ノ關係ヲ見ルニ殆ンド相違ヲ認証ザルモ「カルシユ・一一ム」量ノ場

合二於ケルト同様只葡萄糖ヲ加ヘタル液ノ場合ニ山野二野セル如ク総テノ例二於テ例外ナク

注入中ハ減少シ，其後徐々二回復シ注入終了後2時間組題テハ殆ンド注入前ノ燐量二一ク回

復セルニ反シ「リンデン」樹液ノミヲ注入セル場合ニハ比較的二量ノ増減不規則＝シテ1例＝

於テハ注入後反ツテ増加セル結果ヲ得タルモノアリ．

第3章  総書舌及ビ結論

 家兎静書軸二「リンゲル」逸事或ハ2．5％及ビ5．0％葡萄糖加「リンゲル」氏液ヲ持績的二恒温，

黙滴注入セシ：場合，血清無機日盛ビCa量ハ爾者共二時外的二略李行二注入ト官民減少シ注

入終了後ハ徐々二元値二回復シ來リ，露玉後約2時間ニシテ注入前ノ値二復饒スルヲ認メク

リ．然シテ葡萄糖加「リンゲル」氏液ニアリテハ軍ナル「リンゲル」氏液ノ場合二比シテ減少量

ノ復蹄ノ多少速キヲ思ハシメタリ．

欄筆スルニ臨ミ始終御懇篤ナル御敢示ト御絞關ノ勢ヲ賜ハリシ恩師泉先生二深ク感謝ス・
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研究．第4報，「プラニメー Pt 一jニヨル家兎赤1皿球ノ面積移動ノ槻察．十全會雑誌，41，7，2071，
昭和11年．  17｝同人，「ベノクリージス」ノ研究．第6報，家兎tt11小温海及血液凝固時間ノ攣動及
注入時二於ケル家兎四温二就イテ．十全四維誌，41，12，3391，昭和11年．
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